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　学生時代にレストランでアルバイトを経
験して、料理に興味を持った竹本さんは、卒
業後帰省し、広島で有名なイタリアンレスト
ランでアルバイトを始めました。仕事は厳し
く、当初上司からは何度も叱られたそうで
すが、悔しさをバネに日々精進します。その
姿勢が認められて、半年で正社員に昇格し
ました。

　そのうち、いつか自分のお店を開業した
いという目標を持つようになり、修業のため
に数軒の主にピザ専門レストランで働きま
した。お店のオーナーによって使用する材
料や配合･味が違うので、異なったレストラ
ンでの経験が自分を成長させ、独自の味を
創り出せると考えたからです。
　その経験が活かされて、様々なレシピの
良い所をミックスさせて作り上げた味は、
誰もが認める味になりました。　
　シンプルだけれど素材の美味しさを引き
出して、胃袋に訴えることができるのがイタ
リア料理の魅力。そして、ガスや電気に頼ら
ず薪を燃やしてピザを焼くという、原始的
で自然なスタイルに、竹本さんは感動した
そうです。その感動そのままに余計な添加
物などは加えず、手間ひまを惜しまず、真摯

に料理と向き合っています。
　木箱で熟成させたピザ生地をイタリア製
の大きな薪窯で焼くと、嚙むほどに生地そ
のものの旨味が味わえます。その他のお料
理や焼菓子、デザートも全て自家製で、地
元とイタリアの食材を厳選して使用してい
ます。焼菓子だけをお目当てに来るお客さ
んもいるとか。
　オーダーメイドの木目が特徴のテーブル
と、オリーブを思わせるグリーンの椅子。イ
タリア製の漆喰と、大きな窓から降り注ぐ太
陽の光。それらが明るく温もりのある店内
を演出し、窓の外には穏やかな田園風景が
広がっています。

オーナー　   竹本 大介さん
　広島市出身の竹本さんは、関西の大学を
卒業後、地元に戻りイタリアンレストランに
就職しました。そこでイタリア料理の魅力に
惹かれたのです。そして、何軒かのレストラ
ンと本場イタリアで修業をした後、2019年
8月に妻の真紀さんの実家がある柳井市で、
念願のレストラン「ALBERO」をオープンし
ました。
　店内は「木」を意味する「ALBERO」の名
の通り、ウッディな雰囲気とイタリア製の漆
喰が温かい雰囲気を醸し出しています。
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所在地 〒742-0033 柳井市新庄419-11

T E L 0820-23-2133

定休日 月曜日

営業時間 平日 11:00～17:00
土日祝 11:00～15:00／17:00～21:00 

　満を持して自分のお店を出そうと具体的
に考え始めたとき、場所の選定で第一に優
先したのは、街の中や住宅街ではない場所
であること。ピザ窯から煙が出るので、周囲
に迷惑をかけたくなかったからです。義父が
所有する土地が条件に適い、山口フラワー
ランドが近く、ロケーションも抜群なので、
この柳井の地に決めました。
　場所が決まり、柳井商工会議所に開業の
相談に行ったところ、紹介されたのが「やま
ぐち中山間地域移住創業助成金制度」でし
た。山口県と各市町、県内3信用金庫（東山
口・萩山口・西中国）が連携して、県内中山
間地域に移住、創業・継業する人を対象とし
た助成金支援制度です。
　制度利用の申請には、多くの書類の提出
が必要です。その書類作成のサポートをし
たのが山口県信用保証協会でした。同協会
は、やまぐち中小企業・小規模事業者支援
強化事業を行い、これまでも多くの創業者
を支援してきました。また、中小企業診断士
を派遣して経営診断を行うなど、開業後の
フォローにも力を入れています。
　同協会のサポートを受けて作成した創業
計画書などの書類は、無事審査を通り、制
度を利用することができました。

　商工会議所に相談に行ったのが、開業の
1年半前。それから多くの人たちとの出会
いがあり、県と市、柳井商工会議所、信用金
庫の創業支援チームの後押しを受けて、無
事開業の運びとなりました。「制度のおかげ
で良いスタートが切れました。皆さんに支
えていただいて、とても感謝していますし、
今も心強く感じています」と話す竹本さん
です。

　開業前は上手くいくだろうかと不安があ
りましたが、お客さんの反応は良く、地域に
も受け入れてもらえて、不安はきれいに払
拭したということです。オープン後に各メ
ディアから取り上げられたこともあり、お客
さんは順調に増えています。
　今後の目標は、まずは柳井の飲食店さん
と一緒にフードフェスタ的なイベントを開
催して、柳井の魅力を発信していきたい、と
のこと。
　地域に寄り添ったお店にして人々との交
流を大切にし、地域活性化のために貢献し
たい。そして、お店を発信拠点にして色々な
可能性を広げていきたいと、竹本さんは大
きな未来を見据えています。


